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青少年インターネット環境の整備等に関する検討会 

第68回会合 

 

日時：令和８年６月４日(木)15時00分～ 

場所：Web会議による開催 

 

議題１ 「青少年が安全に安心してインターネットを利用できるようにする

ための施策に関する基本的な計画（第６次）」の進捗状況について 

議題２ 令和７年度青少年のインターネット利用環境実態調査結果（概要）

について 

議題３ 令和７年度調査研究事業の実施結果について 

議題４ 「青少年インターネット環境整備法の在り方等に関する検討ワーキ

ンググループ」の進捗状況について 

議題５ 青少年インターネット環境の整備等に関する検討会の当面の進め方

について 

 
 

出席者 
【委員】木村座長、青山委員、北林委員、佐川委員、執行委員、曽我部委員、 

竹内委員、中川座長代理、桝田委員、山﨑委員 

【こども家庭庁・事務局】中村局長、竹林審議官、髙岩安全対策課長 

【関係省庁】警察庁生活安全局人身安全・少年課課長補佐、警察庁サイバー警

察局サイバー企画課課長補佐、総務省国際戦略局参事官、総務省情報流通

行政局情報流通振興課課長補佐、法務省大臣官房秘書課政策立案・情報管

理室法務専門官、法務省刑事局刑事課局付、法務省人権擁護局人権啓発課

補佐官、法務省人権擁護局調査救済課補佐官、文部科学省総合教育政策局

男女共同参画共生社会学習・安全課安全教育推進室長、経済産業省商務情

報政策局情報経済課情報政策企画調整官  
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○木村座長 お待たせして申し訳ございませんでした。定刻を過ぎましたけれども、第68

回「青少年インターネット環境の整備等に関する検討会」を開始させていただきます。 

 本日は、お忙しいところ、御出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 今回もウェブ会議での開催となりますが、公開で行うことといたしますので御了承くだ

さい。 

 最初に、事務局から会議の注意事項と資料の確認をお願いいたします。 

○事務局 事務局です。 

 ウェブ会議の開催に当たりまして、注意事項を御説明いたします。 

 本会議で御発言を希望される場合には、会議システムの挙手機能を使って挙手をお願い

いたします。順番に座長から御指名いただきます。なお、当会議はお申込みのありました

報道関係や業界団体の方々などがウェビナーで視聴されていますことを申し添えます。 

 次に、本日の資料の構成でございますが、議事次第に資料一覧がございます。資料１－

１から資料５、参考資料１から３までございますので、お手元に御準備をお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 次に、委員の出欠状況をお知らせいただけますでしょうか。 

○事務局 本日、委員の皆様は、皆さん御参加する予定とお聞きしておりますが、現在の

ところ、松下委員、青山委員、桝田委員がまだ参加されていないようですが、恐らく遅れ

て参加いただけるものと考えております。 

○木村座長 分かりました。ありがとうございます。 

 それでは、早速ですが、議事に入らせていただきます。本日は５つの議題がございます。 

 議題１、「青少年が安全に安心してインターネットを利用できるようにするための施策

に関する基本的な計画（第６次）」の進捗状況について。 

 議題２、令和７年度青少年のインターネット利用環境実態調査結果（概要）について。 

 議題３、令和７年度調査研究事業の実施結果について。 

 議題４、「青少年インターネット環境整備法の在り方等に関する検討ワーキンググルー

プ」の進捗状況について。 

 議題５、青少年インターネット環境の整備等に関する検討会の当面の進め方について。 

 以上でございます。 

 本日は、この議題に沿って報告・発表いただいた上で議論を進めたいと存じますので、

よろしくお願いいたします。 

 すみません。最初に申し上げ損ないましたけれども、司会進行を務めます木村でござい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、議題１の第６次計画の令和７年度の進捗状況についてです。 

 まず、こども家庭庁から御説明をお願いできますでしょうか。 
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○事務局 事務局でございます。議題１について御説明いたします。 

 資料１－１が投映されております。こちらは第６次基本計画のフォローアップの概要を

まとめたものでございます。第６次基本計画の項目に沿いまして、５つの項目ごとに各関

係省庁の主な取組を記載させていただいております。後ほど各関係省庁から令和７年度に

おける進捗状況について御説明いただきますが、併せて御参照いただければと思います。 

 続きまして、資料１－２を御覧ください。こちらはこども家庭庁における令和７年度の

主な取組内容となっております。 

 まず、検討会等の開催状況につきましては、①から④に記載のとおりでございます。令

和７年８月には、②のインターネットの利用を巡る青少年の保護の在り方に関するワーキ

ンググループにおきまして、報告書「課題と論点の整理」が取りまとめられました。翌９

月には、④の関係府省庁連絡会議におきまして、政府全体の工程表を取りまとめ、関係府

省庁が連携して必要な取組を進めているところでございます。なお、③の青少年インター

ネット環境整備法の在り方等に関する検討ワーキンググループにつきましては、議題４で

その進捗について御報告させていただきたいと思います。 

 次に、広報・啓発といたしましては、保護者向けのリーフレットを作成するとともに、

本年の２月から５月まで「春のあんしんネット・新学期一斉行動」としてスマートフォン

やSNS等の安全・安心な利用のための啓発活動を集中的に展開したところでございます。 

 次に、実態調査等につきましては、議題２と議題３で御報告させていただきますので、

割愛させていただきます。 

 最後に、地方連携フォーラムの開催でございますが、地方の関係機関・団体が連携して、

自立的に取組を実施できる体制の構築を推進する観点から行っているもので、昨年度は鳥

取県と高知県において開催したところでございます。 

 こども家庭庁からは以上でございます。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 では、これから関係省庁の御報告をいただきますけれども、質疑に関しましては、各御

報告が一通り終わった後でお願いしたいと存じますので、そのようにお願いいたします。 

 では、引き続き、警察庁さんからお願いできますでしょうか。 

○警察庁 それでは、警察庁から、インターネット利用に伴う少年の犯罪・被害防止等に

向けた警察の取組について説明させていただきます。 

 資料１－３に沿って説明させていただきます。 

 まず第１に、SNS等の利用に起因する事犯の取締りと被害防止広報です。令和７年中に

SNS等の利用に起因する性犯罪等の被害に遭った児童数は1,566人で、うち167人が小学生

という状況でした。警察では、児童に対する性犯罪の取締りを徹底する一方、子供の性被

害等につながり得る書き込みに対する注意喚起、警告活動を推進しており、令和７年12月

からは、Ｘに加えて、他のSNSも対象へと追加しております。また、オンラインゲームに起

因する児童に対する性犯罪も発生していることから、子供が犯罪に巻き込まれるきっかけ
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となるオンラインゲームのリスクに関する広報資料を作成・配布しております。 

 第２に、事業者による取組の支援等についてです。警察庁では、SNSを運営する事業者等

で構成される一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整備機構やゲーム事業者等で構成

される一般社団法人コンピュータエンターテインメント協会等と定期的に面談を行い、児

童被害の情勢や被害傾向等に関する情報提供を実施しております。また、一般のインター

ネット利用者等から違法情報や個人の生命・身体等に危害を加えるおそれが高い重要犯罪

等と密接に関連する情報、他人を自殺に誘引・勧誘する情報に関する警察への通報及びサ

イト管理者への削除依頼を行うインターネット・ホットラインセンターを活用しておりま

す。 

 令和７年の同センターを通じた児童の性被害に関連する取組としては、インターネット

上の児童ポルノ削除依頼件数が1,648件、諸外国におけるホットライン相互間の連絡組織

であるINHOPEへの通報件数が1,734件となっております。また、サイバーパトロールを委託

している民間事業者からの通報に基づく同センターによる自殺誘引等情報の削除依頼件数

は5,066件となっております。 

 第３に、関係機関・団体、事業者等と連携した広報啓発等についてですが、警察では、

いわゆる児童の性的ディープフェイク被害・加害防止に向けた広報啓発資料を関係省庁と

連名により作成・配布しているほか、インターネットの適正な利用のために非行防止教室

等におけるペアレンタルコントロールの普及に向けた広報啓発、サイバー防犯ボランティ

アの育成・支援といった取組を推進しております。 

 警察といたしましては、引き続き、SNS等の利用に起因する事犯の取締りを推進するとと

もに、関係機関・団体と連携し、効果的な施策の推進に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上となります。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 それでは、続きまして、総務省さん、お願いできますでしょうか。 

○総務省 総務省でございます。 

 総務省は、資料１－４に基づきまして、御説明をさせていただきます。 

 総務省は、「青少年等に対する取組」として、資料１－４の上段に記載がありますとお

り、フィルタリングや端末等が提供するペアレンタルコントロールについての普及啓発等

を実施しております。また、令和７年度から開始した取組といたしまして、ICTリテラシー

レベル自己測定ツールを開発し、総務省のホームページ上で皆様に御活用いただけるよう

な形で公表をしております。 

 また、資料１－４の真ん中に記載のインターネットトラブル事例集でございますが、こ

ちらも例年、テーマをそのときに応じて更新し、配布しております。令和７年度につきま

しては、先ほど警察庁さんからも御紹介いただきましたディープフェイクの件や、オンラ

インカジノについての内容の充実化を図っております。本トラブル事例集は、全国の地方
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公共団体、小中学校等に周知をしておりますが、2026年版につきましては、法務局さんに

も御協力をいただいて、配布を行っております。 

 また、資料１－４の右端上段に記載のｅ－ネットキャラバンは、学校等に対して無料で

啓発講座を行っておりますが、こちらは令和７年度（2025年度）におきましては2,224件、

約43万人の方に御参加をいただいております。 

 また、新たな課題や技術の登場を踏まえた取組も進めておりまして、資料１－４の右下

の端に記載しておりますが、フィルターバブルやエコーチェンバー、アテンション・エコ

ノミーといったSNS上の特徴に対応するための啓発教材、ゲーム型教育プログラムを作成

いたしまして、こちらも広報を行っております。 

 総務省といたしましては、新たな課題に対応するリテラシーの育成に資するような施策

について、これからも取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上となります。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 では、続きまして、法務省さん、お願いできますでしょうか。 

○法務省 法務省刑事局でございます。 

 法務省からは、資料１－５に基づいて御説明いたしますが、刑事局のほうからは、スラ

イドで言うと１枚目と２枚目を御説明いたします。 

 まず、今画面に表示されている代表者聴取の点について御説明させていただきます。代

表者聴取というのは、児童が被害者となった性犯罪等に関して、児童の供述特性に応じて、

通常の取調べとは異なった形で面接を行って、事件化に必要な、あるいは保護に必要な情

報を聴取するという手法でございます。検察当局においては、警察と児童相談所と連携し

ながらこれを行っているところでありまして、令和５年にスライドの右上に書いてありま

す罪が新設、改正されまして、この被害者に児童が含まれることが多いことから、引き続

きこの取組を進めていくといったところでございます。 

 次のスライドは、被疑者側に対してどのような捜査を行い、立件していくのかという点

についてでございます。令和３年から検察当局においては、先端犯罪検察ユニットという

ものを設置しておりまして、先端犯罪、特にサイバー犯罪の解明に有益な情報の収集・管

理や捜査・公判支援を目的としてこれが編成され、使用されているところであります。 

 スライドの右上についてですが、近時、２ポツ目、電磁的記録提供命令というのも新設

されたところでありまして、捜査対象者や第三者の電子機器の中から、より実効的にデー

タを収集することが可能となりました。 

 このような手法や制度については、研修・教育等を通じて検察当局全体に浸透させてい

るところでありまして、今後もこの取組を引き続き進めていくところでございます。 

 申し訳ございません。法務省からは人権局も参加する予定でございまして、今表示され

ているスライドとその次は担当が人権局となっているのですが、接続の問題で、現在参加

できていないようです。後ほど接続できましたら、改めて人権局のほうから御説明申し上
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げるという連絡が今入りましたので、次の担当の方に飛ばしていただければと思います。 

 法務省からは以上です。 

○木村座長 分かりました。では、うまくつながるようでしたら、それでお願いしたいと

思います。 

 続いて、文部科学省さん、お願いできますでしょうか。 

○文部科学省 承知いたしました。文部科学省でございます。 

 文部科学省では、青少年インターネット環境整備法及び第６次基本計画を踏まえた取組

を推進しているところでございまして、具体的には、資料にございますとおり、子供・保

護者への啓発、学校における情報モラル教育の推進、ネットいじめへの対応ということで

取り組んでいるところでございます。 

 まず、他省庁さんからも御案内がありましたので、簡単にと思いますが、子供・保護者

への啓発につきましては、関係省庁との連携による啓発といたしまして、こども家庭庁さ

んと連携した「春のあんしんネット・新学期一斉行動」による保護者等への呼びかけとか、

総務省さんや民間事業者等と連携しました児童生徒・保護者・教職員を対象とする啓発講

座（ｅ－ネットキャラバン）実施の支援を行っています。また、本年３月には、警察庁さ

んなどと連携しました性的ディープフェイクに係る事案の未然防止のための啓発資料を作

成し、各学校等に周知を図っているところでございます。さらには、総務省さんと連携し

たネットトラブル事例集を活用した啓発を図るとともに、こども家庭庁さんと連携した保

護者向けの子供のネット利用に関する啓発リーフレットの配布等を行っているところでご

ざいます。 

 また、文部科学省の予算事業において、保護者等を対象にネットモラルキャラバン隊等

を通じて各地でインターネットの適切な利用に関する啓発シンポジウムを実施するととも

に、地域における先進的な取組の支援や家庭教育支援の取組に係る支援などを実施してい

るところでございます。 

 次に、学校における情報モラル教育の推進に関しましては、現行の学習指導要領の総則

において情報モラルを含む「情報活用能力」を「学習の基盤となる資質・能力」と位置づ

けまして、教科等横断的な指導を推進しているところでございます。また、各学校現場に

おける取組を支援するために、文部科学省の情報モラル教育ポータルサイトにおいて啓発

資料を公表するとともに、先生方向けの指導者セミナー等の実施にも取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 次に、ネットいじめへの対応についてですが、まず、いじめ防止対策推進法において、

ネットを通じて行われるいじめも含まれることを規定しているところでございます。当該

法律に基づきまして、ネット上のいじめに対処する体制を整備することなどを盛り込んだ

「いじめの防止等のための基本的な方針」を策定し、取組を進めております。ネットいじ

めを含むいじめへの対応に関しましては、相談体制の整備や関係機関との連携等を図るこ

とが重要でありますので、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置の
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充実に努めております。さらに、児童生徒の様々な悩みに応じる相談窓口として24時間こ

どもSOSダイヤルの設置やSNS等を活用した相談体制の構築に関する取組の支援も行ってい

るところでございます。 

 青少年の安全・安心なインターネットの利用に関する取組については、青少年インター

ネット環境整備法及び有識者の先生方にも様々御議論いただいて策定された第６次基本計

画の方向性も大切にしながら、政府関係機関で連携し、地道な取組を進めることが重要と

考えているところでございますので、引き続き、先生方の御指導を賜りながら、関係省庁

の皆様と連携して取組を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 駆け足ですみません。私からは以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 局長。お願い致します。 

○中村局長 こども家庭庁の中村です。 

 各省庁、なるべく先生方に集まっていただいて御意見いただく時間を長く取りたいので、

説明のほうは極力短くお願いいたします。 

 以上です。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 それでは、次に、経済産業省さん、お願いできますでしょうか。経産省さん、入ってい

らっしゃいますか。いらっしゃらないですか。接続不良と出ていますね。 

 では、先ほど、後ほどとおっしゃっていた法務省の人権局さんは入っていらっしゃいま

すか。難しいでしょうか。 

○事務局 人権も入っていないですね。 

○木村座長 分かりました。では、時間がもったいないですので、質疑のほうに移らせて

いただいて、後ほどつながりましたら、その場でまた御説明いただくことにしたいと存じ

ます。 

 では、ちょっと中途半端になってしまっていますけれども、今、各省庁から御説明いた

だいた点について、先生方から何か質問あるいは御意見等があればお願いしたいと存じま

すが、いかがでしょうか。入っているようだったら教えてください。 

○事務局 人権擁護局が入りました。 

○木村座長 ばたばたして申し訳ありません。人権局がお入りになったみたいなので、先

ほどの資料で御説明いただけますでしょうか。お願いいたします。資料１－５の３枚目、

４枚目でしょうか。 

○法務省 法務省人権擁護局でございます。すみません。先ほどは接続のミスで大変御迷

惑をおかけいたしました。 

 そうしましたら、法務省人権擁護局の取組について御説明をさせていただきます。 

 まず、１枚目の資料になるのですけれども、法務省の人権擁護機関によるこどもの人権
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問題に関する取組ということで、人権相談について記載した資料となっておりますので、

まずこちらから御説明をいたします。 

 人権相談につきましては、全国の法務局、地方法務局におきまして、人権侵害の被害を

受けたこどもからの人権相談を受け付けるために、対面での相談以外にも様々なツールを

用意しているということを紹介した資料でございます。１つ目が、左上にございますが、

こどもの人権110番という電話による人権相談についてでございます。こちらは全国共通

の通話無料のフリーダイヤルとして運用しているものでございます。 

 ２つ目が、左側の黄色枠の２つ目になりますけれども、チャットによる人権相談です。

若年層におきましては、電話よりもチャットのほうが抵抗感が少ないというところもござ

いまして、LINEや１人１台端末を通じて、チャットによる人権相談を実施しているという

ものでございます。 

 ３つ目が、手紙による人権相談ということで、こちらはこどもの人権SOSミニレターとい

う手紙に相談内容を書いて法務局に送るものでございまして、郵便料金はかからないもの

となっています。例年、夏休み前までに全国の小中学校の全ての児童生徒一人一人の手元

に届くように配布しておりまして、今年度も５月22日から配布を開始しているということ

になります。 

 ４つ目ですが、メールによる人権相談ということになりまして、こどもの利用に限定し

てはいませんが、インターネットを通じたメールによる相談を受け付けているものでござ

います。 

 １つ目のスライドについては以上でございます。 

 次に、インターネット上の誹謗中傷に係る人権啓発活動についても簡潔に御説明をさせ

ていただきます。啓発活動について取り組んでいるものは、主にこちらの４つの項目でご

ざいます。 

 まず１つ目、左の一番上、SNS事業者と連携した人権啓発活動ということで、プラットフ

ォーマーとタイアップしたSNS利用に関する人権啓発サイトを開設ということで、総務省

様、一般社団法人ソーシャルメディア利用環境整備機構様、一般社団法人セーファーイン

ターネット協会様と連携して取り組んでいるものでございます。 

 ２つ目につきましては、左側の上から２つ目、SNS・インターネット広告ということで、

インターネット広告を用いて、インターネット上で誹謗中傷を行わないよう呼びかけると

ともに、先ほどのような人権相談の窓口を周知しているものでございます。 

 ３つ目は、人権教室の実施ということで、インターネット上の人権侵害をテーマとした

人権教室を全国の法務局、地方法務局の職員、人権擁護委員の先生方を通じて実施してお

りますほか、その中で、携帯電話会社と連携・協力したスマートフォンの安全な利用につ

いて学ぶための人権教室を開催しているところでございます。 

 最後に右側の部分になりますが、啓発冊子等の配布・配信ということで、こちらに紹介

していますような啓発冊子、啓発動画を公開しております。中には100万件以上の再生回数
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になっているものもありまして、インターネットの動画の効果も一定程度あるのかなと思

っているところでございます。 

 法務省人権擁護局からは以上でございます。大変御迷惑をおかけして申し訳ございませ

んでした。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 では、経済産業省さん、御説明をお願いいたします。 

○経済産業省 大変失礼いたしました。経済産業省は、民間企業などと協力しまして、機

器のフィルタリングソフトウェアなどの普及啓発を進め、安心・安全なインターネットの

利用を推進しております。 

 １つ目に、事業者や業界団体などを通じた働きかけを行っておりまして、「春のあんし

んネット・新学期一斉行動」の一環として、事業者に対して、青少年をめぐるインターネ

ット利用環境に係る現状や課題を案内するとともに、本行動の普及啓発や、ペアレンタル

コントロール機能に関する普及啓発などを協力依頼しております。 

 また、２つ目に、フィルタリングの対応状況調査を行っておりまして、毎年５月と11月

に調査を実施しております。昨年度はパソコン対象機種218機種のうち、フィルタリング対

応機種は218機種。そして、テレビ242機種のうち、全てがフィルタリングに対応しておる

ことを確認したところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 ３つ目に、IPAを通じて情報セキュリティ教材の提供を行っております。令和５年度から、

情報セキュリティの初心者向けに、情報セキュリティ対策やSNSとの付き合い方などを解

説する教材を作成し、ホームページにて公開しております。令和７年度は、同教材が公開

されているウェブページに３万5878件のアクセスがございました。 

 また、情報セキュリティ10大脅威のページも公開しており、こちらは昨年度、１万8123

件ダウンロードがあったということでございます。 

 また、「ひろげよう情報セキュリティコンクール」を開催しまして、全国の青少年から

情報セキュリティに関するポスターを募集、表彰しております。2025年度の応募件数は

2,184件ございました。 

 経済産業省からは以上になります。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 それでは、先生方、先ほど申し上げましたけれども、今までの御説明で御質問、御意見

等があれば、お願いいたします。 

 特にございませんでしょうか。 

 私の今の画面だと、曽我部先生のお手が挙がっているのですが、曽我部先生、お願いで

きますでしょうか。 

○曽我部委員 ありがとうございます。 

 各省庁の皆様、御説明いただきましてありがとうございます。私は質問が２点ありまし
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て、１つは文部科学省さんに対してであります。SNSに関して、最近ではメンタルヘルスへ

の悪影響というものが指摘されているかと思うのですけれども、学校では、もともと児童

生徒のメンタルヘルスに関して様々な取組をされているかと思うのですが、その中にSNS

の問題を結びつけて取り上げておられるのかどうかということについてお伺いしたいです。

今検索したところですと、「学校における子供の心のケア」という平成26年の相当古い資

料でちょっと不適切かもしれませんけれども、資料が見つかりましたが、こういったメン

タルヘルスのケアの中でSNSの問題をどう位置づけておられるのかお伺いしたいというの

が１点です。 

 もう１点は、恐らく経産省さんかと思うのですけれども、警察庁さんの御説明の中で、

オンラインゲームにおいて不適切な出会いの被害があって、呼びかけをして注意喚起して

いるということがあったわけです。ゲームの問題ですので、恐らく経産省かと思うのです

が、経産省においては、こういった問題についてどのような取組をされているのかという

ことをお伺いしたいです。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○木村座長 ありがとうございました。 

 では、まず、文科省さん、今の点で何かお答えいただけますでしょうか。 

○文部科学省 御質問ありがとうございます。文部科学省でございます。 

 御質問いただきましたメンタルヘルスの関係でSNSを取り扱われているかという話なの

ですけれども、申し訳ありません。直接の担当ではないので、引き取らせていただきたい

と思っているところでございますが、もちろん各学校などでは行われているところもある

かと思います。ただ、御質問の趣旨は恐らく文科省としてということかと思いますので、

ちょっと確認させていただきたいと思います。申し訳ございません。よろしくお願いいた

します。 

○木村座長 曽我部先生、お願いします。 

○曽我部委員 念のため、質問の趣旨としては、こどものメンタルヘルスはメンタルヘル

スで取組があるだろうということ。それから、ネットリテラシーはリテラシーで取組があ

るだろうと思うのですけれども、両者がどう有機的に結びつけられているのかに関心があ

るということを補足させていただきます。 

 以上です。 

○文部科学省 承知いたしました。 

○木村座長 分かりました。もし時間内に分かればお答えいただくということですかね。

そうでなければ、また改めてになるかもしれません。 

 続きまして、経済産業省さん、先ほどのオンラインゲームの件はいかがでしょうか。 

○経済産業省 御質問いただきまして、ありがとうございます。 

 オンラインゲームのほうは、私たちも問題意識を高く持っているところなのですけれど

も、申し訳ございませんが、私たちも所掌がほかの部署になってしまって、オンラインゲ
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ームはほかの課になりますので、宿題とさせていただければと思います。大変恐縮です。 

○木村座長 曽我部先生、いかがでしょうか。何か加えて御質問等があれば。 

○曽我部委員 大丈夫です。よろしくお願いします。 

○中村局長 今の質問に対して追加で、すみません。 

○木村座長 では、局長から。 

○中村局長 曽我部先生、ありがとうございます。文科省、経産省とやっていこうと思っ

ていますけれども、ここにあるように、これは曽我部先生が一番御存じだと思うのですけ

れども、OECDが５つのリスクに応じて予防を取っていかなければいけないという話があり

まして、SNSも当然これに含まれていまして、真ん中の横断的リスクについて、どういうリ

スクがあって、どういう対応を取らなければいけないかというのは、今回の大きな分析の

一つのテーマでありますし、その結果を文科省と共有して、きちんと教育の場でも伝わる

ようにしなければいけないという問題意識を政府として持っています。 

 また、ゲームのほうも、後ほどアンケート調査の結果が紹介されると思いますけれども、

まさに長時間利用の一つの要因がゲームでございますので、そこも含めて横断的リスクと

ゲームの関係についてきちんと政府として分析して、対応していきたいと思っております。 

 以上です。 

○木村座長 局長、どうもありがとうございます。 

 それでは、お手が挙がっている竹内先生、お願いできますでしょうか。 

○竹内委員 ありがとうございます。 

 今、それぞれの省庁の取組の御発表を聞かせていただきまして、隔世の感を持ちました。

数年前まではそれぞれがばらばらに縦割りでしたが、それをこういう会で、こども家庭庁

が音頭を取っていただいて、それぞれバランスを取りながら、いい方向性だなと感じてお

ります。引き続きこの方向でと思います。 

 ただ、２点あります。１点目は、今出ていたゲームのことなのですけれども、ゲームの

位置づけが、中途半端というか、難しいところです。私たちの現場では、ゲームもネット、

SNSもネット、ユーチューブもすべてネットなのですけれども、ともすれば、先ほど経済産

業省さんもおっしゃいましたが、「ゲームは別の部署で、別のところの所管」という感じ

があります。今、男の子がまず始めるのは携帯ゲーム機で、そこからだんだんスマホに変

わっていく、というのが大体の大きな流れです。ゲームもSNSもユーチューブも一体で考え

ていかないと、これは見誤るのではないかなと。同じこどもたちがやっていることで、近

しいところなのでというのが１点目です。 

 もう１点は、文部科学省さんがいい取組をいろいろされておるのですけれども、今、全

体の議論の中でちょっと抜け落ちているなと感じているのが、こどもたちのネットの利用

は、それぞれ家に帰って、今言ったようなゲームであるとか、スマホであるとか、タブレ

ットであるとか、いろいろあるのですけれども、今大きくあるのが、GIGA端末で2019年ぐ

らいから全員が学校でネットを利用しています。さらに文部科学省は、家に持って帰るの
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を推奨して、こどもたちが家で宿題等のためにネットを利用する場合が増えています。そ

の機器がフィルタリングがかかって制御できている自治体もあれば、できていないところ

もあって、そこでのトラブルが徐々に増えてきています。今大きくいろいろなところから

相談を受けている状況です。 

 だから、この２点。ゲームのことをこれからどう考えていくかというのが１点目。それ

から、学校のGIGA端末について、今後どういうふうに考えていったらいいのかが２点目。

問題意識を持っています。 

○木村座長 ありがとうございました。 

 ゲームに関してはいかがでしょうか。どちらかの省庁さんで何か御発言があれば、ある

いは先ほどの経産省さんでしょうか。部署が違うのでとおっしゃっていましたけれども。 

○経済産業省 経産省になります。 

 オンラインゲームのほう、男の子がよく使うというのは、私も私事ながらこどもがおり

ますし、大変問題意識高く持っております。必ず所掌部署に伝えて、応答を考えたいと思

います。大変恐縮です。御助言ありがとうございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 竹内先生どうぞ。 

○竹内委員 経済産業省が他部署でどうこうと、そこを糾弾したいわけでは毛頭なくて、

この会議の中でこどもたちのゲームの問題というのは、実はもっともっと大きくクローズ

アップされるべきだと僕は思うのです。小さいときに本当にゲームにのめり込む子とかも

いますし、もっと言うと、WHOがゲーム障害というのを病気に認定しているところもありま

して、私はこの会議の中で、ゲームの問題をもっと大きく取り上げるべきなのではないか

と思っています。だから、今のように経済産業省の一部署の問題というよりも、これは広

くSNSとかと並ぶ問題意識として、長時間利用もゲームで多いというのがすごく多いので

すね。韓国などではゲームのし過ぎで亡くなった子もいるぐらいですので、その辺りのこ

とを経済産業省だけではなくて、国全体で今後考えていかれるときに大きな議題の一つに

挙げていただきたいと思っております。そういう意味でした。経済産業省さんを責めてい

るわけでは全くないので。 

○木村座長 すみません。私の振り方が悪くて申し訳ありません。では、この会議の場で

ももうちょっと注目してというか、注意して扱いたいと思います。 

 ２点目なのですけれども、文科省さんでしょうか。GIGA端末のことについてですが、何

かお答えいただくことはありますでしょうか。 

○文部科学省 ありがとうございます。 

 今の１点目のお話と考え方は一緒なのかなと思っているところがございます。GIGA端末

となりますと、学校設置者などの関係の話も出てまいりますので、文科省としてももちろ

んその辺はしっかり考えたいと思いますけれども、全体を通してどう考えるかという部分

は、ほかのスマホとかネットとかその辺の中でのお話だったのかなと思いましたので、そ
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ういう理解でよろしかったでしょうか。 

○木村座長 竹内先生、いかがでしょうか。 

○竹内委員 もちろん文科省の姿勢を糾弾するとかそんなことでは全くないですけれども、

これはやはりほかと違うのは、こどもたちのSNSとか、Nintendo Switchとか、そういうも

のは、私たち大人が制御をするのは難しいと思います。それに対して学校のGIGA端末は、

これもちょっと幻想かもしれませんし、文部科学省の方に過度な負担をかけたら申し訳な

いのですけれども、言ったら学校組織、つまり文部科学省、学校という大きな流れもあり

ますので、その中でフィルタリングを今は義務でつけなさいということになっていますけ

れども、いろいろなフィルタリングが国として許されているわけですね。だから、その辺

りについても、これは安全・安心というだけの話ではなくなってくると思うのです。だか

ら、文科省を挙げて、もっと言うと国を挙げて、こどもたちが学校で使っているGIGA端末

で、これは安倍政権のときに４年間かかるところを１年でいってしまえというふうに国が

コロナの時期の課題のためにやって、今やっとNEXT GIGAで落ち着いてきたところなので、

文部科学省だけに責任を負わせるのは酷だと思いますので、その辺りを国としてこれから

考えていくときのGIGA端末の扱いをどうするか。 

 イギリスとかは、学校でネットを使うときに法律をつくったりするところもあるので、

あまりに学校のGIGA端末というのを軽視されていて、文部科学省が大変な思いをしていて、

もっと言うと学校それぞれが大変な思いをしているというのもあるので、そういう意味の

ことでしたので、また御検討をよろしくお願いいたします。 

○木村座長 中川委員、お手が挙がっているようですが、今のことに関連してでしょうか。 

○中川委員 いえ、今のことではないのですけれども。 

○木村座長 別のことですか。 

 では、竹内先生、今の点は以上でよろしいでしょうか。 

○竹内委員 以上のことで、文部科学省というよりも、全体としてGIGA端末について考え

ていただきたいということを言っておきたいと思います。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 失礼しました。では、中川委員、お願いできますでしょうか。 

○中川委員 ありがとうございます。 

 ２年前ぐらいのこの会議になりますが、先ほど竹内委員も少し触れられていた、そのと

き私が発言したのは、それぞれの省庁で同じようなことをやっているのだけれども、横の

連携はどうなっているのかというようなことを質問させていただいたと思います。ただ、

２年たって、資料１のようにこども家庭庁がこういう形で中心になってまとめられている

こと自体、すごく横の様子が分かって見やすいと思うのです。 

 それで、これはこども家庭庁への質問になると思いますが、今回の議事録ではもちろん

残ると思うのですけれども、関係各所に資料１のようなものがどう周知されるのか。ぜひ

周知していただきたい。私も今日、この省庁でこういうことをやっているんだな、ここの
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省庁と近いことをやっているんだと知ったことも結構ありましたので、そういう意味では、

やはり広く周知してほしいと思うのです。それを今後どのように考えられているのかとい

うことについて質問させてください。 

 以上です。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 課長、お願いいたします。 

○髙岩課長 こども家庭庁安全対策課長でございます。 

 関係省庁の連携という御指摘をいただきまして、私ども、こども家庭庁として、今、関

係省庁と連携をしっかりと取っていくということで対応をさせていただきまして、資料１

－１のような資料は当然まとめさせていただきますし、こども家庭庁の資料１－２の④で

関係省庁連絡会議という枠組みも設けまして、役所間の連携を図るべく、取組を進めてい

るところでございますので、引き続きしっかりとやっていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 中川委員、どうぞ。 

○中川委員 ありがとうございます。一言いいですかね。これは同様のことを、中身によ

っては自治体が積極的にやっているところもありますので、ぜひ各自治体にも周知してい

ただくような方策をいろいろと取っていただけるとありがたいなと思って質問させていた

だきました。 

 以上です。 

○木村座長 課長、お願いします。 

○髙岩課長 補足でございます。資料につきましてはネットに掲載いたしますし、また、

自治体への情報共有についてもしっかりと考えていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○中川委員 ありがとうございました。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 局長。どうぞ。 

○中村局長 さっきの竹内先生などからの御質問に関してですけれども、この会議はオブ

ザーバーとして各省庁から出てきていただいておりまして、それぞれ窓口課的に各省庁と

やっているところはあるのですけれども、やはりインターネットの話は非常に範囲が広い

ので、もし座長ないし座長代理から御指示をいただけましたら、こういう質問が出てきそ

うだとか、こういうことを聞きたいということであれば、関係省庁と相談をいたしまして、

せっかくオンラインでやっていますので、その担当の方にも出ていただいて、ここで引き

取ってまた返しますといっても、また１年後とか半年後になることがありますので、そこ

は我々としてもよく相談していきたいと思います。 

○木村座長 ありがとうございます。進め方も含めて検討したいと思います。御指摘あり
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がとうございました。 

 竹内先生、お手が挙がっているのですが、新しい発言でしょうか。どうぞ。 

○竹内委員 すみません。短い時間で言います。今、局長がおっしゃっていただいたこと

は非常に重要で、例えば文部科学省は、今、安全対策室長が来られているのですけれども、

それはそれですごくこどもたちのネット依存とかいろいろなことをやっている非常に重要

な部署なのですけれども、ネットを扱う部署は、あとは生徒指導というのがあるのですね。

学校の中のトラブル対応であるとか、あともう一つは、ネットの問題を今度は普及してい

く、GIGA端末をどう普及しようとかいうところもあります。文部科学省は、私はもともと

中学校の教員出身なので、ある程度わかるのですが、少なくとも３つのご担当があって、

それぞれがそれぞれの職能を持ってやっておられます。もちろん文科省の方々は、事前に

レクして聞いてきておられるのですけれども、やはりこういうときには自分の得意分野と

そうでない分野があると思いますので、今、局長がおっしゃったように、この辺のところ

が必要だとか、こういうところがいいという話は特に重要で、生徒指導の御担当の方々が

どう考えられるのかというのは、非常に重要な問題でありますので、今の局長のお話は非

常に心強く感じました。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 局長どうぞ。 

○中村局長 各省庁、各担当、こどものインターネットの関係は非常に大事な問題だと思

っていまして、それぞれやはりきちんと取り組んでいます。そういったことをぜひ担当課

でも、こういう検討会の場で説明するのはすごくいいことだと思います。たまたま担当じ

ゃないので知りませんというと、多分、聞かれている方も、もしかして何もしていないの

ではないかと思ってしまうかもしれませんけれども、ちゃんと担当は担当できちんと問題

意識を持ってやっておりますので、そういうことをきちんと御説明するようなことを相談

していきたいと思います。ありがとうございます。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 ほかの点でもしありましたら、お願いします。いかがでしょうか。 

 私も中川委員と全く同じ感想で、横の連携を随分取るようになったんだなというのは、

隔世の感と言ったら怒られますけれども、すごく印象深く拝聴しました。こども家庭庁さ

んも頑張ってやってくださっているのだと思います。 

 ほかにはよろしいでしょうか。どうぞ。 

○竹内委員 ごめんなさい。僕ばかり言って申し訳ない。例えば、資料１－４で総務省さ

んのポンチを見ていて、これは全部細かく見て、今日のために勉強したのですけれども、

どれもすごくいいものがあって、使いやすいのですが、学校の先生にこれを紹介したので

す。そうしたら全然知らないし、分からないということです。これはもちろんすごく努力

もされていますし、普及のための取組を広げるのもすごくされているのですけれども、隔

世の感もありますし、すごく横に広がってきましたけれども、やはりニーズがかなりあり
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ますので、いま一つ、総務省が文科省に頼んで文科省が下ろすとか、横串を入れるという

のをもっともっとやっていけば、以前に比べたら100倍進んでいてすばらしいなと思うの

ですけれども、一歩進んで教材の紹介とか、その辺りまで横の連携をしていただいたら、

これを使ったらいいのになというようなものもたくさんありまして、そういうのを宝の持

ち腐れにならないように、今のこどもたちは非常に大変な状況にたくさんいますので、そ

んなふうにも思いました。 

 これは総務省だけではなくて、どこもすばらしいと思います。法務省もそうですし、み

んなそれぞれすばらしい教材をいっぱいつくっていますので、そこをさらに一歩進めてい

ただければなと思います。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 最初にありました曽我部先生のメンタルヘルスとリテラシーの関係ですけれども、文科

省さん、何か追加でありますか。特に今の時点ではないでしょうか。なさそうですかね。 

 では、また改めてということにさせていただきたいと存じます。 

 ほかの点で何かございますでしょうか。委員の先生方から何かあればお願いいたします。

よろしいでしょうか。 

 それでは、幾つか持ち帰っていただいた部分もありますので、その点はどうぞよろしく

お願いいたします。各省庁の皆さん、どうもありがとうございました。 

 次に、議題２に移りたいと存じます。令和７年度青少年のインターネット利用環境実態

調査結果の概要です。 

 まず、こども家庭庁さんから御説明をお願いします。 

○事務局 事務局でございます。資料２に基づいて御説明させていただきます。 

 ２ページを御覧ください。本調査は平成21年度から実施しているものでございます。調

査対象は記載のとおり、青少年5,000人、保護者5,000人、低年齢層調査でゼロ歳から９歳

のこどもと同居する保護者3,000人ということでございます。 

 結果でございますが、５ページを御覧ください。こちらがネット利用の経年変化の資料

になります。ネットの利用全体が99％ということで、これは10歳以上のお子様でございま

すが、ネット利用が日常生活の一部になっている状況には変わりがありません。赤の折れ

線グラフがGIGA端末の利用状況でございます。大分増えているような状況が見受けられま

す。 

 続きまして、12ページを御覧ください。こちらがネットの利用内容でございます。小中

高生とも動画を見るのが一番多くなっておりまして、令和７年度の調査で生成AIの利用を

選択肢に入れまして、表の右から２番目でございますけれども、この選択肢を入れたとこ

ろ、例えば高校生は46.2％が利用しているという回答がございました。先ほど来御議論に

出ていますゲームにつきましてもかなり使われておりまして、動画視聴に続いて、中学生

では３番目、小学生では２番目になっている状況でございます。 

 続きまして、15ページが利用時間でございます。こちらは記載のとおり５時間27分で、
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これは過去最長でございます。 

 16ページは低年齢層ですけれども、これも２時間18分で過去最長ということでございま

す。 

 18ページがネットの経験をまとめたものでございます。こちらはこれまでも報告書本体

には書いていたのですけれども、今回、概要版に新たに追加したものでございます。ここ

ではいろいろと、ちょっと嫌な経験をしたということも書いてありますが、表の右から２

番目で、ネットにのめり込んで勉強に集中できなかったり、睡眠不足になったことがある

という回答が高校生で26.2％いたということが分かっております。 

 22ページを御覧ください。こちらはフィルタリングの加入状況でございますが、青少年

の保護者の54.3％が加入したと回答している状況でございます。 

 ちょっと駆け足でございましたが、以上でございます。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 今の御説明につきまして、御質問、御意見がありましたら、お願いいたします。 

 先ほどから御指摘があるとおり、ゲームが結構中心的な問題になるというのは、よくこ

れで分かりました。 

○中村局長 そうですね。小学校の85.5％で、中学生の87.1％ですからね。 

○木村座長 特にございませんでしょうか。 

 これは３月に公表済みということですね。何か特に外から意見や反響はありましたか。 

○こども家庭庁 一番大きかったのは、やはり利用時間のところ、15ページでございます。

10歳以上、平均５時間27分ですけれども、高校生だと約６時間44分ということで、平均が

これですので、下のグラフを見ますと７時間以上も高校生だと38.1％いる。かなりの時間

を使っていることについては、驚きを持って受け止められる方もいらっしゃったという状

況でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 確かにそれで寝不足になったとかいうのが出ていましたけれども、特に御質問、御意見

等はございませんでしょうか。 

○中村局長 もしこういうことも聞いたらどうかみたいなお考えがあれば、ぜひぜひ次年

度以降にも。定点観測もすごく大事だと思うのですけれども、かなりインターネットはい

ろいろなところに入り込んでいますので、こういうことも聞いてみたいということがあれ

ば、お聞かせいただくとありがたいです。 

○木村座長 今、急には難しいかもしれませんので、もし御意見等ありましたら、後から

でもよろしいですかね。事務局のほうにお寄せいただければと思います。今、局長が御指

摘になった新しい点というのも。 

 曽我部先生、よろしくお願いいたします。 

○曽我部委員 すみません。最後に直前に挙手して恐縮です。 

 資料の18ページの青少年のインターネット上の経験というところなのですけれども、こ
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ちらは経年で見ますと、例えば真ん中からやや右の辺りで、知らない人やお店からメッセ

ージやメールが来たことがある。それから、その隣、迷惑メッセージやメールが送られて

きたことがあるという辺りが毎年少しずつ増えているような印象なのですけれども、これ

は何か背景といいますか、原因みたいなものが考えられるのかというところを、ほかに質

問がなかったので、お伺いできればなと思いますけれども、いかがですか。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 これは具体的にどんなものかという内容は分かりますか。 

○こども家庭庁 そこは分かりません。 

○木村座長 分かりました。そうしますと、何か今の御質問に関してお答えいただけそう

なことはありますか。 

○こども家庭庁 数値としては、こういった数値しかございませんので、なかなかこれ以

上のことは憶測になってしまうわけでございますが、やはりSNS等で容易につながれるよ

うになったというところで、今、例えばお店とかでもLINE登録してくださいとかいろいろ

ありますので、そういった形でのやり取りが非常に容易になってきたということは一つ考

えられるのかなと思っております。 

 以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 曽我部先生、この点に関して、特にお気づきの点とかはおありでしょうか。 

○曽我部委員 昔から不適切な出会いの問題というのがあって、それとの関係で、少し数

字が増えてきているので気になったということなのですが、これだけでは分からないとい

うのは、そのとおりかと思いますので、結構です。ありがとうございます。 

○木村座長 分かりました。ありがとうございます。確かに犯罪に巻き込まれるみたいな

ことも、こういうことがきっかけということもあるのかもしれないので。 

 竹内先生、手が挙がっていらっしゃいますでしょうか。 

○竹内委員 もうしゃべらないと言って、またしゃべって申し訳ありません。私はこの調

査に関わっている関係で、あまりしゃべらないほうがいいかなと思ったのですけれども、

一般論としてお話しすると、明治安田生命が結婚に至った出会いを調べているのですね。

2022年に初めてネットの出会いが１位になったのです。そこから完全にネットで出会って

結婚するのが第１位で、今はほかを大きく引き離しているという時代で、それから、婚活

サイトとかも自治体が運営するようになってきている、そういう時代なのですね。 

 だから、出会いというのは、負の側面で駄目なものだというところから、自治体が結婚

のためにやっていこうという時代に世の中が大きくシフトチェンジしている時代だと思う

のです。だから、知らない人に会うからイコール駄目だというところから、いい出会いも

あれば、悪い出会いもある。そういうふうにシフトチェンジしていっています。だからこ

そ、こどもたちはまだ早いとか、出会い系サイトは18歳以上しかできないとか、その辺の

大人はいいけれども、こどもはいけない。たばこもそうですね。大人はいいけれども、こ
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どもはあかん。お酒もそうですね。運転もそうですね。そういうふうに、ここまでは大人

はいい、あかんという啓発みたいなことを、やはり私たちは考えていかなといけないし、

そのための基準も要るのだろうなということを最近よく考えるようになりました。 

○木村座長 非常に重要な御指摘をどうもありがとうございます。 

 ほかの点で何かあれば、お願いいたします。よろしいでしょうか。 

 それでは、以上とさせていただきたいと存じます。 

 続きまして、議題３、令和７年度調査研究事業の実施結果についてに移ります。 

 これもこども家庭庁から御説明ください。 

○こども家庭庁 資料３－１を御覧ください。昨年度は１から４まで４本の調査研究事業

を実施しております。順に御説明させていただきます。 

 まず、資料３－２でございますけれども、これは例年実施しております諸外国調査でご

ざいます。昨年度はイギリスの制度について調査いたしました。 

 ６ページでございますけれども、イギリスのこどものネットの安全という意味でオンラ

イン安全法というものがございまして、こちらはその法律の構造が書かれております。こ

の法律は事業者に対して注意義務を課した上で、その履行の起点としてリスク評価を行わ

せまして、その結果に基づいて、サービス設計段階からリスクを低減するという、ここに

セーフティー・バイ・デザインと書いてありますけれども、それにより対応させる仕組み

となっておりまして、その履行状況について当局が監督・執行するというような立てつけ

でございます。 

 ８ページ、９ページに書いてありますけれども、制度的には法律がありまして、その下

に政令とか省令に当たるものがありまして、その下に実務規範というものがあって、その

下に指針という、実行規範、ガイダンスという多層的な枠組みになっておりまして、法律

の抽象的な義務が具体的な内容に落とし込まれている仕組みでございます。昨年度の調査

は下のところまでできていなかったのですけれども、今年の調査では、二次法と実務規範

が整備された段階での運用状況を調査したというものでございます。 

 ポイントは、報告書では実務規範に基づく具体的措置と、それから事業者の対応につい

て記載しているものでございます。実務規範といいますのは、８ページの３のところの四

角に入っておりますけれども、議会の承認を得て発効する準立法的な文書で、違法コンテ

ンツ対策と児童保護に分かれておりまして、事業者がこの規範に沿った措置を講じた場合

には義務を履行したと推定されるという位置づけを持っているものでございまして、具体

的な履行基準として機能しているものでございます。 

 16ページ、17ページで違法コンテンツ対策ですけれども、ここは事業者がリスク評価を

して、その上でAIによる事前検知とか迅速な削除をせよといったことが求められておりま

す。実務規範では、推奨される措置が書かれているということでございます。 

 次に、24ページ以下で児童の保護についての行動規範について書いておりますけれども、

ここは削除対応にとどまらずに、児童に対するリスクを事前に評価して、そのリスクに応
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じて接触機会を減らすことが求められております。具体的には、高い確実性を持つ年齢確

認の導入によるアクセス制限とか、そういったことが書かれているものでございます。 

 53ページ以降では、事業者の対応と技術的実装ということで個社の取組が紹介されてい

るところでございます。 

 本当に雑駁ではございますが、こういった形で海外調査については取りまとめさせてい

ただいているところでございます。 

 続きまして、２の「青少年の被害・非行防止に向けた環境整備に関する調査研究」につ

いて御報告申し上げます。資料３－３でございますけれども、こちらは先ほど冒頭申し上

げました令和７年９月に取りまとめられた工程表を踏まえて、青少年のインターネット上

の性被害の実態を把握するための調査の在り方を検討したものでございます。 

 26ページでございますが、具体的にどういったことをやったかといいますと、公的機関

のデータとか研究論文、報道などをいろいろ収集・整理しまして、ネット上の性的被害、

セクスティングとかセクストーションといった類型ごとに実態把握に必要な調査対象、調

査事項の案を取りまとめたものでございまして、本年度はこの調査研究で整理した内容を

基に実際の調査に移行していきたいというものでございます。 

 続きまして、３番目の官民学コンソーシアムの設置に関する調査研究について御報告さ

しあげます。資料３－４の72ページに総括が書かれておりますので、こちらに基づいて説

明させていただきます。 

 この調査では、こどもの年齢に応じたコンテンツの在り方、ネットのメンタルヘルスへ

の影響、現行の広報施策、この３点について調査研究を実施したものでございます。72ペ

ージにはコンテンツの在り方についてまとめられております。 

 まず、冒頭に申し上げるのを忘れましたけれども、この調査は補助事業として行ってお

りまして、補助対象の事業者が取りまとめたものでございます。この点、御留意いただけ

ればと思います。 

 コンテンツの在り方については、年齢に応じた適切な提供のために信頼性の高い年齢認

証が必要であって、海外では複数の手法を組み合わせた取組が進んでいるということで、

日本でも権利保障とのバランスを踏まえた制度設計が求められるという話が書かれており

ます。 

 それから、フィルタリングについても触れられておりまして、73ページだと思いますけ

れども、フィルタリングは重要な手段である一方、基準のばらつきとか非公開性といった

課題が明らかとなっており、ネット利用の多様化を踏まえると、フィルタリングだけでは

十分ではなくて、関係者が連携した総合的な体制をつくっていくことが必要ということが

書かれております。 

 73ページ以降、ネットがこどものメンタルヘルスに及ぼす影響についてのまとめが書か

れておりまして、調査で様々な研究論文をさらったわけでございますけれども、青少年の

メンタルヘルスに対して肯定的、否定的、双方の影響を及ぼし得るということが示唆され
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ております。特に（２）でございますけれども、問題的な利用と利用者の脆弱性が組み合

わさることで、メンタルヘルスの悪化につながる可能性があるということが記載されてお

ります。また、発達段階による違いとしまして、小学生では睡眠とか学習時間、生活習慣

への影響が主な懸念である一方、中学生以上では抑鬱とか希死念慮といった心理面の課題

が中心となることが指摘されております。 

 最後に、現行の広報施策についてのまとめでございますけれども、こちらは75ページ以

下に書かれております。ここで書かれておりますのは、現状、社会的注目度の高いテーマ

に広報が集中している傾向が見られるということでございまして、今後はリスク領域を体

系的に整理して、エビデンスに基づいて優先的に取り組むテーマを選定してやっていく必

要があるのではないか、こういったことがまとめとして記載されているところでございま

す。 

 最後でございますけれども、こちらも工程表を踏まえて、補助事業として行ったもので

ございまして、補助対象の事業者において取りまとめたものでございます。したがいまし

て、政府の見解を示すものではございませんけれども、参考として御紹介させていただく

ものでございます。 

 資料３－５が報告書となっております。こちらは民間事業者の好事例を収集して、保護

者とこどもを守るために利用できる手段を提示しようということで行われたものでござい

ます。本調査では、事業者へのアンケート調査を中心に、オープンソース調査、ヒアリン

グ調査を行っております。この調査結果の留意点といたしまして、152社を対象に調査を実

施したのですけれども、アンケートの回答が15社にとどまっているものでございまして、

単純に統計的な傾向を導けるものではないという点について、御留意いただければと思っ

ております。 

 アンケートの回答からは、有害コンテンツの対策や個人情報漏えい防止など、法令に関

連するテーマについては回答がしっかり寄せられましたけれども、SNS利用による心理的

影響やAIの倫理といった分野への回答は、なかなか得られなかったということでございま

す。 

 また、報告の中では、回答プロセスにおいて事業者側で複数の部署の調整が必要など、

企業内での対応体制に差があることがうかがわれております。その結果として、青少年保

護の分野の取組の進み方も、ちょっとばらつきが出ている可能性もあるのではないかとい

うことも記載されております。 

 報告書の中では、具体的な取組例も整理されておりますけれども、参考までに申し上げ

ますと、業界団体によるガイドラインの整備とか学校向けの教育プログラムが行われてい

るということが掲げられているところでございます。 

 私からは以上でございます。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 多岐にわたりますけれども、どの点でも構いませんので、先生方から何か御意見等があ
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れば、お願いします。 

○中村局長 イギリスの報告書ですけれども、今、髙岩から説明をさせていただきました

が、53ページの10ポツ以降、Metaとか、TikTokとか、グーグルとか、ユーチューブとか、

自社でこういうことをしますよということを透明性を図る観点からきちんと公表して、そ

れに対して、64ページになりますけれども、Ofcomという外部機関がチェックして、指摘を

するという構造になって、これが法律に基づくメカニズムになっているということですね。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 これは去年４本走らせてということでしたけれども、今後の扱いはどうなるのですか。 

○事務局 これはもう既に公表されているものでございます。 

○木村座長 この会議などでの扱いとかは影響しますか。使うとか、使わないとか、どう

いうふうに話の中に入るとかというのはありますかね。資料として入るとか。今日御紹介

いただいたこと自体がそうだと思いますけれども、今後の議論で。 

○事務局 今後の議論で参照していくところとなっておりますし、課題があるというとこ

ろでこの調査を設定しております。この調査は工程表にひもづいていますので、関係省庁

と一緒になってやっていく施策としてこ家庁がやってきたものですので、政府全体の取組

を見ていただく上で、一つはこういったものがあるということで御参照いただきつつ、い

ろいろと御指摘いただければいいかなと思っています。 

○木村座長 すみません。変な聞き方をしてしまってごめんなさい。ありがとうございま

す。これは各省庁さんとも共有されているのですかね。 

○事務局 そうですね。中にはどちらか一緒に参画していただいたりも、例えばコンソー

シアムの報告書では、４ページに関係省庁にもオブザーバーとかで入っていただいたりし

ておりますので、ここでも関係省庁が一緒になってやっているという状況です。 

○木村座長 ありがとうございます。 

○中村局長 後ほど御説明するワーキンググループでも、多岐にわたる論点を今議論させ

ていただいておりまして、政府として、こういう中長期的な論点については、令和８年中

に整理しようということを国会でも答弁させていただいていますけれども、先ほど言った

イギリスの制度なんかは、中長期的な大きな制度を考えていくときに、非常に我々も参考

になる点があると思いますので、そういうものを踏まえて、では、我々としてどうするの

かということを整理していきたいという、そのための材料を幾つも用意しているというこ

とでございます。 

○木村座長 分かりました。 

 今、局長が御指摘のとおりで、イギリスのことはかなり詳しく調べていただいているの

で、非常に参考になるのではないかと思いました。ありがとうございます。 

 今、コンソーシアムの御指摘があって、竹内先生のお名前が載っていますけれども、何

かコメントいただくことはありますか。 

○竹内委員 もうしゃべらないと言いつつ、いっぱいしゃべって申し訳ないです。 
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○木村座長 どうぞしゃべってください。 

○竹内委員 私は、いろいろな調査をやっていて、私も分かったことがたくさんあります

し、分かっていないこともたくさんあるのだなということを、やればやるほど分かってき

まして、これまで印象でしか私たちは感想を持ってこなかったのですね。ネットはもっと

どんどん使うべきだという人もいれば、ネットを使う人は全然駄目だという人もいるけれ

ども、実態として何が問題で課題だったのかよく分かってきて、海外の動きも分かってき

たので、学びが多かったです。 

 私が特に思ったのは、中でやったあるフィルタリングの調査についてなのですけれども、

今の青少年インターネット環境整備法の中で、フィルタリングは義務で、18歳未満が携帯

電話を持つ場合、全員が設定しなければならないです。しかし、保護者の同意があれば設

定しなくてよい、とうのが現状です。EMAが全体を把握して、状況を整えていくというのが

メインでした。EMAが途中で立ち行かなくなってなくなってしまって、以後はそれはみんな

で総合で見ていこうとなったのですけれども、今回、調査してみますといくつかの実態が

わかりました。１つはブラックリスト方式でやっている。１つはホワイトリスト方式でや

っている。義務にもかかわらず、中身を公表できないと回答してきているところもあった

り、また、やっていないところも。またあるところはフィルタリングを有料にしていると

ころもあって、今いろいろな問題が大きく変わりつつあって、これから考えていかないと

いけないと、調査をして初めて私も分かったことがありました。詳しいつもりでいたので

すけれども、やはり今後、正しくエビデンスを基に議論していかないと、私もうそを言っ

ていたことがあったなと感じましたので、その辺りが重要だなと改めてやってみて思いま

した。参加をさせていただいて、私もとても勉強になりました。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 曽我部委員、お手が挙がっていますでしょうか。 

○曽我部委員 すみません。私もたびたびで申し訳ありません。 

 今映していただいている３－４の資料ですけれども、こちらは調査研究として大変有用

なものというふうに拝見しました。ざっと拝見していて思ったのが、今回、シンクタンク

が事務局となって、竹内先生をはじめ、専門家、それから関係業界の方々がお入りになっ

て調査されたということなのですけれども、発達心理学とか、そういった辺りの専門家を

もう少し巻き込んでいただいてもいいのかなと思いました。もちろん、今拝見したところ

だと、途中で専門家数名にヒアリングもされているということで、あとは外国の文献を幾

つか調査されているということもありますけれども、そういったものの読み解きなども含

めて、やはりその分野の専門家をもう少し巻き込むといいますか、関わっていただくとい

うことですね。それによって学会への問題提起とか、学会におけるこの問題の関心を喚起

するということもあるかと思いますので、今後こういったものを進めていただくときに、

もう少しアカデミアとの連携も御考慮いただくとありがたいかなと思いました。 

 以上です。 
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○木村座長 ありがとうございます。 

 今の点、何かこども家庭庁さんのほうからありますか。 

○事務局 御意見ありがとうございます。 

 私ども、できる範囲で、お医者様とかにもいろいろと御意見をお聞きする機会を持った

わけでございますが、もう少し学会との関係とかもしっかりと踏まえた形で、今後とも成

果につながるような形で調査研究をやっていきたいと思っております。ありがとうござい

ました。 

○曽我部委員 ありがとうございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 竹内先生、お手が挙がっていますでしょうか。 

○竹内委員 今、非常にいい議論ができていると思うのです。今まではこういうものを国

レベルでやったことはなくて、それぞれのところがやっていて、いざやってみたら、諸外

国のこともちゃんと正式に分かったし、国内のことも分かってきたので、それで、曽我部

先生がこれは日本のアカデミアも参画していったらどうだということで、非常にいい流れ

だと思います。 

 私はオーストラリアの研究者と話しますが、オーストラリアは16歳未満SNS禁止だけれ

ども、そこについてもいろいろなエビデンスを集めたり、また、賛成の人もいれば、反対

の人もいて、アカデミアも含めてかんかんがくがくやった上で、今でも彼らは、「51対49」

と表現されましたが、51が賛成で、49は反対だと言います。もちろん彼の主観で、です。。

やはりいろいろな人の多様な意見で、今、曽我部先生がおっしゃったように、アカデミア

も必要でしょうし、もっと言うとこどもたち自身の意見も必要だろうし、中で面白かった

のは、ある時期にこどもの声を聞いたのです。国の会議でこどもの声を聞くこと自体、画

期的だったのですけれども、少しお利口さんばかり呼び過ぎて、お利口さんの意見しか聞

けなかったと、それもやはりやってみる中で分かることなので、今、新しい動きが新しい

問題について始まっているんだなと思って、とても好感を持っています。 

 以上です。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 １点確認させていただきたいのですけれども、資料３－３は調査の在り方の検討という

ふうにおっしゃっていたと思うのですけれども、工程表が頭に入っていないからいけない

のかもしれませんが、これは今後どういうふうに動くのですか。 

○事務局 令和７年度は在り方を制度設計しましたので、令和８年度はそれを踏まえて実

際の調査をしていくということを考えております。 

○木村座長 では、今後その方向で進めるということですね。了解いたしました。ありが

とうございます。 

 先生方から何か御質問等ございますでしょうか。量が膨大で、急に伺っても申し訳ない

のですけれども、よろしいでしょうか。 
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 では、御指摘がありましたように、かなり具体的な内容が出てきましたので、これを踏

まえながら、今後、我々も検討したいと思います。どうもありがとうございます。 

 それでは、次に、議題４、「青少年インターネット環境整備法の在り方等に関する検討

ワーキンググループ」の進捗状況ということで、これも事務局から御説明ください。 

○事務局 資料４に基づきまして、御報告申し上げます。 

 １ページを御覧ください。令和７年８月に取りまとめられました報告書の「課題と論点

の整理」におきまして、課題として、青少年を取り巻くリスクが多様化してきている中で、

青少年インターネット環境整備法が時代に合わなくなっていると指摘されまして、記載の

論点についてが示されたところでございます。 

 次のページにありますとおり、この御指摘を受けまして、本年１月より、本検討会の下

にワーキンググループを設置しまして、議論を進めているところでございます。この中で

中高生と構成員の意見交換のセッションも開催しているところでございます。本検討会の

委員の曽我部先生、竹内先生にも御参画いただいているところでございます。 

 次のページでございますけれども、これまで４回ほど開催しておりまして、夏を目途に

中間整理案をまとめる予定でございます。 

 ４ページでございます。これは先ほど局長から御説明しましたけれども、議論の前提と

して、こどもについては便利な機能とか、他者とのつながりとか、学びの機会とかいろい

ろありますけれども、５つのリスクに取り囲まれていて、そこについて、今はコンテンツ

リスクに対してフィルタリングのみで対応されている中で、どう対応していくかというこ

とで議論がされているものでございます。 

 これまでの議論を５ページ以下で取りまとめております。５ページから６ページにかけ

ましては、今申し上げましたリスクの捉え方についてでございます。従来は有害なものを

見てしまうという受信リスクへの対応でしたけれども、受信リスクへの対応だけではなく

て、リスクの多様化を踏まえた制度とすべきというような御意見がございまして、例えば

10ページでは、サービス設計そのものについても課題として捉えるべきではないかという

御指摘をいただいております。 

 あと、15ページに飛ばせていただきまして、「課題と論点の整理」を踏まえまして、こ

ども家庭庁では整備法の在り方の検討ワーキンググループができまして、総務省では青少

年保護のワーキンググループというものが動いております。総務省の議論の結果をこども

家庭庁のワーキングに御報告いただきまして、引き続き議論するという立てつけになって

おります。 

 総務省での論点の整理でございますけれども、大きく２点ございまして、１つはプラッ

トフォームサービスの設計、責任という部分でございます。青枠のところにいろいろ書い

ておりますけれども、サービスごとにリスクを評価して、それに応じた保護措置、それか

ら使用適正年齢を設定・公表して、再評価していくべきではないかということであります

とか、それから、赤枠のフィルタリング機能の改善というところでございまして、フィル
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タリングは有害情報を見せなくすることでございますが、今、ペアレンタルコントロール

ということで、ほかにもいろいろな保護機能が提供されていますので、こういったものも

同様に技術的保護手段として位置づけるべきではないかということも御議論されていると

ころでございます。 

 こういった総務省の議論も踏まえまして、こども家庭庁のワーキンググループにおいて、

引き続き議論をしていくこととなっているものでございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、引き続きでございますが、今年の５月29日に開催されましたG7のデジタル

会合での成果文書について御紹介を申し上げます。 

 次のページでございますけれども、１つ目は、G7デジタル・技術閣僚宣言というものが

出されております。その宣言の中では、トピックで１から４まで優先事項としてあるわけ

ですけれども、その４つ目が「青少年のためのより安全・安心なデジタル空間の構築」と

いうことでございまして、右側の主な内容のところにありますけれども、G7共通原則、こ

れはまた別途文書を取りまとめたのですが、それを支持するということ。それから、先ほ

ど竹内先生、曽我部先生からも御指摘いただきましたけれども、科学的知見・評価を強化

するための科学的イニシアチブ、こういったことが記載されているところでございます。 

 G7の共通原則は次のページにまとめられておりますけれども、１から７まで原則が書か

れてございます。先ほど申し上げた、例えば６でありますと、リスクの管理・評価・低減

の実施等により青少年の安全を確保するでありますとか、原則２はセーフティー・バイ・

デザインのアプローチで青少年を危害から守るとか、これまでいろいろとワーキンググル

ープ等で御議論いただいて、また、この場でも御議論いただいた方向と基本的には一致し

ているような内容のものでございます。こういった閣僚宣言を踏まえまして、G7各国とも

連携しながら、より一層、関係省庁を巻き込んで環境整備に努めていきたいと考えている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○木村座長 どうもありがとうございました。 

 では、まず、議題４の環境整備法の在り方に関するワーキンググループの進捗状況につ

いて、御参加いただいている曽我部先生、竹内先生から、何か補足で御発言ありますでし

ょうか。 

○曽我部委員 曽我部ですけれども、特にはなくて、説明のとおりなのですが、一部の外

国では、16歳未満に一律アカウントをつくらせないとか、そういう規制もされております

けれども、総務省あるいはこ家庁の検討ワーキングにおいては、そういった方法ではなく

て、別なアプローチを進めているということ。それから、今御説明がありましたG7での議

論の方向性も、こ家庁、それから総務省での検討とベクトルを同じくするものかなと思っ

ておりますので、こういった形でさらに検討を進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 
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○木村座長 ありがとうございます。 

 竹内先生、何かございますでしょうか。 

○竹内委員 今、曽我部先生がおっしゃったことに全く同感で、特にこの調査、先ほどち

ょっと僕はフライングで言ってしまったのですけれども、ここでこどもに話を聞いたり、

非常にいいものができていますので、これから踏まえてやっていけるというような資料の

一つかなと考えていますので、これはここだけにとどまらず、いろいろなところで活用で

きればいいかなと思っております。 

 以上です。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 取りまとめは夏で、かなり詰めてやっていただいているというか、頻繁に会合を開いて

くださっているようで、本当にありがたく存じます。夏までに取りまとめということです

ね。よろしくお願いしたいと思います。 

○竹内委員 幾ら議論しても議論が尽きないので、非常に大きな問題だなと、やればやる

ほど思います。またよろしくお願いいたします。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 すみません、先走って両先生に伺ってしまいましたけれども、ほかの先生方から何か御

意見、御質問があれば、ぜひよろしくお願いいたします。 

○中村局長 ちょっと補足をよろしいですか。 

○木村座長 お願いいたします。 

○中村局長 今、髙岩から説明させていただいたように、資料４と参考資料１を並べて見

ていただくと、本当に両者重なり合っています。年齢確認のことも書いてありますし、総

務省のデフォルト設定の話もありますし、セーフティー・バイ・デザインの話もあります。

原則３は特定の領域ですので、それほどカバーされておりませんけれども、ペアレンタル

コントロール、情報リテラシー、リスク管理・評価というのはさっきのイギリスの話もそ

うですし、あとは関連ステークホルダーとの協力によって実現されると。 

 これは文章のほうもかなり細かく書かれておりますので、それも別途見ていただければ

と思うのですけれども、先ほど曽我部先生から出していただいた研究者や学術関係者とち

ゃんとタイアップしろというのはG7のほうにも書いてあります。あと、こどもの意見をち

ゃんと聴こうということも書いてありますし、G7での議論と国内の有識者会議での議論が

かなり重なり合っている、これは非常に大きいことだと思っております。やはりインター

ネットの話というのは国境を越えて世界各国が向き合っている話ですし、また、我々が相

手にする企業なんかもグローバルに活躍する企業が結構多いので、そうすると日本だけで

こうしますとなっても、なかなかうまくいかないことがあると思うのですけれども、G7が

アメリカから、フランスから、いろいろと幅のある国が、でも、最大公約数としてここは

ちゃんとやろうというのが書いてありますので、それが我々の今進むべき方向と一緒だと

いうのは非常にいいことではないかと、これを追い風にきちんとやっていきたいと思って
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います。 

 あと、年齢制限のところは、曽我部先生がおっしゃっていただいたように、最近はオー

ストラリアだけではなくて結構各国で動きがありまして、動いているところはあります。

そこにどうしても焦点が報道的にも向かうところはあるのですけれども、実はこの原則１

から７にあるように、非常にこどもの安心・安全を守るためにやらなければいけないこと

をいっぱいやらなければいけなくて、そこをきちんと有識者会議も含めて議論していきた

いと考えています。 

○木村座長 局長、どうもありがとうございます。 

 ほかの先生方から何か御意見等はございますでしょうか。これは社会的な関心も非常に

高いと思いますので、ワーキンググループの先生方は大変かと思いますが、ぜひよろしく

お願いしたいと存じます。ほかの先生方からはよろしいでしょうかね。 

 局長、どうぞ。 

○中村局長 竹内委員ではなくて、我々のほうもしゃべって申し訳ないですけれども、先

ほどのみずほのレポートにもあったように、あれは我々が安全なインターネット環境とい

うことで、どうしてもリスクに重きを置いた議論になるのですけれども、政府としてきち

んとどうインターネットに向き合うかというときには、当然、リスクに対して事前にどう

いう措置を講じて守るかということもそうですけれども、一方で、インターネットによっ

ていろいろなメリットをこどもに与えている面もありますので、そういったこともきちん

と整理をしていく必要があると思っています。また、デジタルが進めば進むほど、こども

家庭庁としても、従来から言っていますけれども、人と人との触れ合いというか、コミュ

ニケーションみたいなことの重要性も大事だと思うので、こういったこともインターネッ

トの規制を論じる際にはセットできちんと世の中に対して説明していきたいと考えており

ます。 

○木村座長 どうもありがとうございます。ぜひバランスの取れた報告が検討会の取りま

とめでできるといいと思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、次に、議題５に移らせていただいてよろしいでしょうか。議題５、青少年イ

ンターネット環境の整備等に関する検討会の当面の進め方についてに移りたいと存じます。

これも事務局から御説明ください。 

○事務局 資料５を御覧ください。例年ですと、この後、基本計画の改定に向けた議論を

進めていくところでございますけれども、先ほど御報告申し上げましたとおり、ワーキン

ググループで整備法の在り方の検討が進められている状況でございます。本年夏頃を目途

に中間整理が予定されておりますので、その状況も踏まえつつ、この資料記載の形で進め

させていただきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 具体的には、夏頃にワーキンググループの報告をいただいて、12月頃に毎年行っている
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高校生のICT Conferenceということですけれども、これについて、この形でよろしいでし

ょうか。確かに今もう整備法自体をどうするかという議論になってしまっているので、ち

ょっと例年とは違う、これまでの第６次までとは違う形になっているかもしれませんけれ

ども。 

 桝田先生、お手が挙がっていますでしょうか。見落としていてすみません。 

○桝田委員 こんにちは。板橋区立高島第二小学校校長の桝田でございます。 

 第70回で高校生ICT Conferenceの最終報告会も今年度あるということなので、もし可能

でしたら、事前に現場でやってみてはどうですかという提案をさせていただきます。おか

げさまで、高校生ICT Conferenceの経験者のデジタルネイティブ大学生が本校でまた授業

を行います。この会とは直接関係ないですが、こども家庭庁の７月は青少年の被害・非行

防止全国強調月間ということで、そこで配信する授業を来週月曜日に行うことになってい

ます。少しずつそうやって高校生や大学生の皆さんが現場で授業をしたりするものが全国

に広まるといいなと思っています。そのお手伝いができるように私たちも努力しますので、

御案内です。よろしくお願いします。 

○木村座長 どうもありがとうございます。 

 先生、これまでも高校生に実際に学校で講義していただくということをされているので

すよね。 

○桝田委員 はい。続けています。 

○木村座長 そうすると、今年ももし可能であれば、事前にいかがでしょうかという御提

案でしょうか。 

○桝田委員 そうですね。今までは発表した後にその高校生が来て授業をしたので、発表

する前にこういうのを提案してみて、実際に小学校でやってみたらこうだったよという発

表になると、さらにもう一歩進むのかなという提案です。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 そういうことはできそうですか。こども家庭庁さんのほうで。 

○事務局 御提案ありがとうございます。いろいろなやり方ができると思いますので、ち

ょっと今年度どうかということもあるのですけれども、前向きに考えていきたいと思って

います。 

○木村座長 桝田先生、お忙しい中、大変御尽力いただいてありがとうございます。ぜひ

また引き続きよろしくお願いしたいと存じます。ありがとうございます。 

 では、可能な範囲で調整していただければと思います。よろしくお願いします。 

 ほかの先生方は何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 特に御意見等はなさそうですので、議題５も以上とさせていただきたいと存じます。 

 それでは、事務局から事務連絡をお願いできますでしょうか。 

○事務局 事務局でございます。 

 次回、第69回検討会の日程につきましては、別途御連絡させていただきたいと考えてお

https://www.cfa.go.jp/councils/internet-kaigi/
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ります。 

 以上でございます。 

○木村座長 ありがとうございます。 

 では、以上をもちまして、本日の検討会は終了いたします。長時間にわたりまして、先

生方、どうもありがとうございました。 

https://www.cfa.go.jp/councils/internet-kaigi/

